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「グランシップふじのくに文化情報フォーラム２０１６」 
 

         
静岡県コンベンションアーツセンター グランシップ 

指定管理者：公益財団法人静岡県文化財団  〒422-8005 静岡県静岡市駿河区池田 79-4 

 

～文化プログラムとこれからの地域～ 
～瀬戸内国際芸術祭のエリアディレクター椿昇氏を迎えます～ 
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公益財団法人静岡県文化財団・グランシップが設置している、県下の文化活動に関するセンター組織「ふじ

のくに文化情報センター」では、文化活動に様々な形で関わる方のために、「グランシップふじのくに文化情報

フォーラム 2016」を開催します。本フォーラムでは、2020年東京オリンピック・パラリンピックに向けて注目

されている「文化プログラム」をトピックスに挙げ、文化団体の今後の新たな活動のきっかけとなる機会です。

また、瀬戸内国際芸術祭のエリアディレクターである椿昇さんを迎え、アートと地域づくりのあり方について

講演していただきます。 

静岡県文化財団・ふじのくに文化情報センターの取り組みについて県民の皆様にご周知いただけますよう、 
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貴媒体での紹介及び取材をお願い致します。 

■ 概要 

公演名 グランシップふじのくに文化情報フォーラム２０１６～文化プログラムとこれからの地域～ 

日 時 ２０１６年３月６日（日） １３：００～ 

会 場 グランシップ 11階会議ホール・風 （静岡市駿河区池田79-4／JR東静岡駅南口隣接） 

入場料 入場無料 

内 容 

13:00～ 基調講演「いまアートができること―『共感価値』が生む地域の可能性―」 

     椿昇（現代美術家・京都造形芸術大学美術工芸学科教授） 

14:00～ トークセッション「文化芸術と地域のつながりを考える」 

     椿昇（現代美術家・京都造形芸術大学美術工芸学科教授） 

     岩瀬智久（静岡県文化政策課） 

     平野雅彦（ふじのくに文化情報センター長） 

15:00～ 交流会 ＜トークセッション出演者を交え、文化活動の輪を広げる機会＞ 

     会場内に、第 29回地域文化活動賞受賞団体の活動の紹介や、文化活動に関する資金

調達、助成金情報のブースを設置。 

ブース 

■公益財団法人静岡県文化財団 

 文化プログラムを推進するための新たな補助金の発表や、県内外の補助金メニューを紹介。 

■ふじのくに文化情報センター 

 平成 27年 4月 1日に開設した「ふじのくに文化情報センター」。県下の文化情報を集約し、文化活動に関する様々

な活動を紹介。 

■ふじのくに未来財団 

 文化団体に関するファントレイジング（資金調達）、寄付、会費、助成金制度の相談受付。 

 （公財）ふじのくに未来財団副代表理事、日本ファントレイジング協会準認定ファントレイザーの千野和子さんが会場

にて受付。 

■静岡時代 

 県内の大学生によるフリーペーパーを発行し、第 27 回地域文化活動賞奨励賞、日本タウン誌・フリーペーパー大

賞 2014 コミュニティ部門優秀賞などを受賞し、全国的にも評価されている。今後の展望などを紹介。 
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ブース 

■第 29回地域文化活動賞受賞団体の活動紹介 

＜地域文化活動賞＞ 

○志太こどもミュージカル実行委員会

 水準の高い練習が継続的に行われて、保護者や志太地域全体の応援により長年にわたり積極的な活動を行って

いる点が評価された。また、焼津市、藤枝市等の行政や団体とも協力し、地域の教育力が認められる。 

（代表 中村和美、焼津市） 

○静岡昆虫同好会

 60 年以上にわたり、地道な活動を積み重ね、学術的にも高い水準の活動を継続的に実施している点が評価され

た。調査の結果をレッドデータブックとして提供し、来年３月に開館するふじのくに地球環境史ミュージアムのコレク

ションにも貢献している。小学生から高齢者まで共に活動を続けて更なる発展も期待できる。 

（代表 諏訪哲夫、静岡市） 

＜地域文化活動奨励賞＞ 

○ごてんばアート・クラフトフェア実行委員会

 ユニークな切り口から、子どもに夢を与え、御殿場市全体をアートのまちにしたいというスケールの大きさが評価さ

れた。 

（代表 長尾隆行、御殿場市） 

○島田市児童合唱団カナリヤ

 地域に根付いた活動を継続している他、ロシアやスイスなどの国際交流なども行い積極的な活動が評価された。 

（代表 山城厚生、島田市） 

○企業組合くれば

 川根町笹間地区の活性化のために、廃校となった学校の施設を利用した活動や、国際陶芸フェスティバルを開催

する等、世界へ発信した活動が評価された。 

（代表 岡村尚、島田市） 

○日本茶道塾

 茶産地ならではとして、茶を通した新しいスタイルを創造し、茶文化を子どもたちに伝えたり、世界に発信している点

が評価された。 

（代表 吉野白雲、袋井市） 

＜地域文化活動努力賞＞ 

○シーンボイス．浜松

 視覚障害への理解を促進するため、音声のみの映画上映会の実施などの取り組みが評価された。 

（代表 高林裕子 浜松市東区） 

■文化活動に関する書籍販売等 

 基調講演やトークセッションに参加の椿昇氏の関連書籍をはじめ、補助金、アートプロジェクト等を

テーマにした書籍を販売。 

主 催 公益財団法人静岡県文化財団、静岡県 

 

★ 椿昇（つばき のぼる）氏 プロフィール 

京都造形芸術大学 美術工芸学科教授。日本を代表するコンテンポラリー・アーティストの一人であ

ると同時に、卓越した教育者でもある。また、アートの新しい可能性を探る新しい実践も数多く、妙心

寺退蔵院の襖絵プロジェクトや瀬戸内国際芸術祭のエリアディレクターとして「醤の郷＋坂手港プロ

ジェクト」などを手がけている。 

 

 

★ 「地域文化活動賞」について 

公益財団法人静岡県文化財団では、県民文化の振興を通して県民生活の向上と活力あふれる郷土づくりに資するため、

昭和６２年度から県内各地で地域活性化に貢献する優れた文化活動に取り組む文化団体を表彰しています。 平成２７年

度は、１２月２日（水）に第２９回地域文化活動賞選考委員会が開催され、応募総数３１団体の中から受賞団体が決定しま

した。 
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